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あとがき

　本特集「在宅透析」はいかがでしたでしょうか。
在宅透析は患者の生活の質（QOL）にすぐれ，在宅
血液透析（HHD）は長期予後も本誌上でも明らかに
され，期待されていますが，2022 年末時点でわが国
の HHD患者は 827 人にとどまり，全透析患者の
0.3％に過ぎず，もう 1つの在宅透析の大きな柱であ
る腹膜透析（PD）も 2017 年から増加傾向にあるも
のの全透析患者に占める割合は 3.0％と，日本での
普及率はいまだ低迷しています。この低迷の一因と
して，われわれ腎臓にかかわる医師の在宅透析に対
する知識不足が原因となっているかもしれず，これ
を打破するために本特集を企画致しました。
　診療報酬改定のたびに在宅透析には手厚く，施設
透析には厳しい改定がここ数回繰り返されていま
す。人口減少に悩む日本において，政府は少子化対
策に本腰を入れながら，身体障害者である透析患者
も生産者として社会復帰させるべく，いわゆる腎臓
リハビリは「透析時運動指導等加算」として令和 4
（2022）年度より認められ，平成 30（2018）年改定
から改定のたびに「人工腎臓に係る導入期加算」と
それに伴う「腎代替療法実績加算」は在宅透析や移
植を多くみている施設に手厚く改定されています。
さらに，遠隔診療も認められ，今後，日本の腎臓領
域の医療には，移植と在宅透析に医療の力と医療費
がさらに注がれるようになることは明白でしょう。
　患者QOLと，さらに予後改善の面からも大事な
在宅透析である PDと HHDの両者をしっかりと学
び，診療報酬や遠隔診療の面からの解説，さらに目
覚ましい技術開発にも焦点を当てた，われわれが学
ぶべきタイムリーな企画になったと思っておりま
す。
　明日からの臨床にすぐに活かせる，素晴らしい一
冊を，読者の皆様に自信を持ってお届けできたと自
負しています。� 竜崎　崇和
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